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進捗評価シート       （様式１－１） 

評価軸①－１ 

組織体制 

       評価対象年度 令和2年度 

項目 現在の状況 

文化財部局とまちづくり部局の連携について 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

計画に記載し

ている内容 

認定計画の推進を図り、歴史的風致の維持向上に取り組むためには、文化財等の所有者や管理

者、地域住民や市民等との協力、連携が不可欠であり、行政を含めた推進体制の構築が重要で

ある。庁内体制としては、都市計画課と生涯学習課を事務局とし、関係各課で組織する「政策

調整会議」において連絡、調整を行いながら取り組みを進める。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

文化財部局(生涯学習課)とまちづくり部局(都市計画課)が、歴史的風致形成建造物の指定候補の追加に関する

ことや歴史的建造物の保存、歴史的町並み環境の保全のための新たな取り組み（伝統的建造物群保存地区制度

の導入）について、適宜、協議を行いながら取り組みを進めた。 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

歴史まちづくりの推進にあたり住民の理解・協力が不可欠であるが、相談窓

口などワンストップ化が図られていないことから、都市計画課が主たる窓口

となり、文化財部局（生涯学習課）と連携を密にしつつ、歴史的風致の維持及

び向上に関する施策を所管する各課とも今以上に連携し、認定計画の推進を

図る。 

状況を示す写真や資料等 

図 推進体制 
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進捗評価シート       （様式１－１） 

評価軸①－２ 

組織体制 

       評価対象年度 令和2年度 

項目 現在の状況 

関係行政機関との連携について 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

計画に記載し

ている内容 

認定計画の推進を図り、歴史的風致の維持向上に取り組むためには、文化財等の所有者や管理

者、地域住民や市民等との協力、連携が不可欠であるとともに、関係行政機関を含めた推進体

制の構築も重要である。国や県の関係機関と協議、相談を行うとともに適切な支援を得られる

ように努めながら取り組みを進める。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

平成29年7月に認定計画重点区域内に計画された長期未着手都市計画道路について、決定権者である新潟県に

より一部区間が廃止され、この都市計画道路に重複していた(一)県道村上停車場線(旧出羽街道)の整備が、現

在、進められている。この路線沿線には、国登録有形文化財である吉川家住宅など歴史的建造物が多数現存して

いることから、事業主体である県では、歴史的町並みに配慮した道路空間整備を進めており、この事業に併せ、

市ではこの路線沿線の建造物所有者に対し外観の修理・修景補助金を支出し、県と協議、連携を図りつつ、公共

空間、歴史的な町並み整備が進められた。 

道路整備と併せた建造物外観の修理・修景件数： 9件 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

歴史的建造物の保存、歴史的町並み景観の保全、創出にあたっては、建造物

所有者だけでなく道路管理者との連携も不可欠であることから、今後も関係

行政機関と連携し認定計画の推進を図る。 

状況を示す写真や資料等 

図 歴史町並みに配慮した道路整備が行われている(一)県道村上停車場線 
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進捗評価シート       （様式１－１） 

状況を示す写真や資料等 

写真 (一)県道村上停車場線整備と連動した建造物外観の修理・修景の事例 

 

 

 

 

 

修理・修景前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修理・修景後 
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進捗評価シート       （様式１－１） 

評価軸①－３ 

組織体制 

       評価対象年度 令和2年度 

項目 現在の状況 

歴史的建造物の保存、町並み景観の保全等の活動を行うまちづくり団体との連携について 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

計画に記載し

ている内容 

計画の推進を図り、歴史的風致の維持向上に取り組むためには、文化財等の所有者や管理者、

地域住民や市民等との協力、連携が不可欠であるとともに、まちづくり団体との連携も不可欠

であることから、推進体制の構築が重要である。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

当市では、平成29年度に建造物の外観の修理修景行為を支援する補助金制度を創設し事業展開しているが、こ

の事業の目的である歴史的建造物の保存、町並み景観の保全を更に促進するため、認定計画重点区域内におい

て、当該事業の目的と同様の取り組みを進めている「村上町屋再生プロジェクト」と連携し、市補助金制度で対

応できない行為（補助金交付対象箇所以外の箇所や事業区域外に立地する建造物などの修理修景行為）者への

支援や市補助金と併せたまちづくり団体独自の補助金の交付について支援依頼を行った結果、下記の件数の建

造物所有者に対し支援が行われた。 

まちづくり団体が補助金を交付した建造物数：12件（うち認定計画重点区域内の建造物数：12件） 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

市補助金制度と併せたまちづくり団体からの支援により、建造物所有者の管

理等に関する負担の軽減を図り、１件でも多くの建造物外観の修理・修景行

為を誘発し、歴史的建造物の保存や町並み景観の保全を図る。 

状況を示す写真や資料等 

写真 まちづくり団体が補助金を交付した建造物 

 

修理・修景前 

 

修理・修景後 



村上市－5 

 

進捗評価シート       （様式１－１） 

評価軸①－４ 

組織体制 

       評価対象年度 令和2年度 

項目 現在の状況 

歴史的建造物や歴史的な町並み、地域固有の文化を活用したまちづくり活動を行う団体との 

連携について 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

計画に記載し

ている内容 

計画の推進を図り、歴史的風致の維持向上に取り組むためには、文化財等の所有者や管理者、

地域住民や市民等との協力、連携が不可欠であるとともに、まちづくり団体との連携も不可欠

であることから、推進体制の構築が重要である。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

当市では、地域の特色ある観光資源を活用した観光客の誘致、地域振興等を目的としたイベントに対し補助金

交付を実施しており、歴史的建造物や歴史的な町並み、地域固有の文化などを活用した地域活性化を目指した

まちづくり団体と連携、支援を行うことによりまちづくり活動が継続されるとともに「歴史資源＝観光資源」で

あることがＰＲされ、今後の歴史資源の保全、保存に繋がる取り組みとなった。 

また、上記の補助金の交付を受けず独自でイベントを開催しているまちづくり団体もあり、例年、認定計画重点

区域内において活動する「村上町屋商人会」や「荒川河口の港町・市町の祭礼にみる歴史的風致」の範囲内で活

動する「塩谷活性化推進協議会」等の団体が、歴史的建造物である町家などの生活空間において、その家々に

代々受け継がれるひな人形や屏風などを一般に公開するイベントや歴史的建造物内でのコンサートなどが開催

され、観光客の誘致などによる地域活性化に繋がる取り組みを実施しているが、当該年度は新型コロナウイル

ス感染症の影響により、ほとんどのイベントが中止されている。 

歴史資源を活用したイベントに対し補助金を交付した件数：0件 

歴史資源を活用したイベントの入込客数 

・町屋の人形さま巡り(村上地域)：35,000人  

・町屋の屏風まつり(村上地域)：中止 

・春の庭百景めぐり(村上地域)：中止 

・塩谷でジャズ(神林地域)：中止 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

まちづくり団体と連携し支援を行いつつ、町並み景観の向上に関する支援を

行うことにより、イベントの舞台となる町並み空間を向上させるとともに、

市民の歴史まちづくりに関する機運を高め地域の活性化の推進を図る。 

状況を示す写真や資料等 

写真 「町屋の人形さま巡り」の様子 
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進捗評価シート       （様式１－２） 

評価軸②－１ 

重点区域における良好な景観を形成する施策 

       評価対象年度 令和2年度 

項目 現在の状況 

村上市景観計画による景観誘導について 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

計画に記載し

ている内容 

当市は、平成22年4月1日に景観行政団体となり、平成25年3月には景観法に基づく「村上

市景観計画」を策定し、併せて「村上市景観条例」を施行し良好な景観づくりに取り組んでい

る。この計画では、市全域を景観計画区域とし、自然環境や市街地の特性、歴史、文化等の実

情に応じて「市街地区域」と「自然環境区域」を設定し、それぞれに応じた景観形成の方針や

景観形成基準を定め、さらに、重点的かつ先導的に景観形成に取り組む地区として市内８区域

に「重点地区」を指定している。この重点地区のうち「旧武家町地区」及び「旧町人町・寺町

地区」の２地区が、認定計画重点区域を包括する範囲であることから、今後も引き続き景観施

策を継続する。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

市全域が景観計画区域である当市内では、建築物や工作物の新増改築、模様替えなど一定規模以上の行為に対

し規制を行っており、行為着手の30日前までの届出を必須としている。当該年度については、下記の件数の届

出があり、この届出に基づき助言や指導、勧告などを実施した。 

行為着手の届出件数：211件（うち認定計画重点区域内の届出件数：54件） 

行為着手の届出に対しての勧告数：0件  

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

町並み景観の重要性などを含め景観計画制度の周知を図りながら、村上らし

い景観の保全に向けた誘導を行い、歴史的な町並み景観の保全を図る。 

また、景観法に基づく景観誘導のほか、文化財保護法に基づく伝統的建造物

群保存地区制度や文化的景観制度などの制度活用も検討しながら、歴史的な

町並み景観の保全を図る。 

状況を示す写真や資料等 

写真 歴史的な町並み景観に配慮した建造物の改修 

 

改修前 

 

改修後 
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進捗評価シート       （様式１－２） 

評価軸②－２ 

重点区域における良好な景観を形成する施策 

       評価対象年度 令和2年度 

項目 現在の状況 

町並み景観の保全を目的とした建造物外観の修理修景補助事業について 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

計画に記載し

ている内容 

歴史的建造物については、適切な保護がなされるよう所有者に対して既存の支援制度等の周知

を図るとともに、新たな支援制度について検討を行い所有者や管理者の負担軽減に努める。 

特に、歴史的風致が重複する旧村上城下の旧武家町や旧町人町、寺町等の認定計画重点区域に

おいては、支援制度の拡充を図り、歴史的建造物の保存や修理と併せた建築物の修景整備に取

り組み、より積極的な歴史的町並み景観の保全形成に努める。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

景観計画の策定に併せ、村上城下町内の旧武家町地内のみを対象としていた「歴史的景観保全助成金」制度の対

象区域等を拡充し移行した「景観形成助成金」制度は、景観計画重点地区８地区の町並み景観を保全するための

助成金制度であり、当該年度は、下記のとおり助成金を交付し町並み景観の保全を図った。また、歴史的風致維

持向上計画の認定に併せ、平成29年度に創設した「歴史的風致形成建造物保存事業」「建造物外観修景事業」の

２つの補助金交付制度は、認定計画重点区域のうち旧武家町や町人町、寺町をコンパクトに感じる区域を対象

とした事業であるが、「景観形成助成金」同様、下記のとおり補助金を交付した。 

助成・補助件数（景観形成助成金）：3件（うち認定計画重点区域内：2件） 

（歴史的風致形成建造物保存事業補助金）：19件 

（建造物外観修景事業補助金）：4件 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

建造物所有者や工事を施工する建築士や大工等の建築関係業者などに対し補

助金制度等の更なる周知を行い、所有者などの建造物の管理に関する負担軽

減に努め、歴史的建造物の保存、歴史的町並み景観の保全を図る。 

状況を示す写真や資料等 

写真 建造物外観の修理・修景行為に対し補助金を交付した事例 

 

修理・修景前 

 

修理・修理後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



村上市－8 

進捗評価シート       （様式１－３） 

評価軸③－１ 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

       評価対象年度 
令和2年

度 

項目 
現在の状

況 

歴史遺構顕在化調査事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成29年度～令和7年度 

支援事業名 村上市単費 

計画に記載し

ている内容 

認定計画重点区域内の各所に歴史遺構が現存しているが、遺構を感じることができない状況で

あり、追手門等の当該地に現存していない歴史遺構について、本質的な価値を顕在化するため

の歴史遺構箇所の調査など、今後の整備に向けた資料収集等を行い、今後の歴史景観の整備に

向けた取り組みに繋げる。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

遺構の現地調査は実施していないが、調査に向けた旧村上城下関係絵図や古文書等の関係資料等の収集、整理

を行った。 

実施内容：旧村上城下関係絵図、古文書等の整理、収集 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

歴史遺構箇所の現地調査に先立ち、関係資料の収集、整理等を行いな

がら、順次、遺構の顕在化を図る。また、関係資料の収集や整理、そ

の後の現地調査に併せ、ＶＲ画像を作製しながら歴史遺構を広く周知

するための取り組みを実施する。 

状況を示す写真や資料等 

写真 調査資料 
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進捗評価シート       （様式１－３） 

評価軸③－２ 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

       評価対象年度 令和2年度 

項目 現在の状況 

史跡村上城跡整備事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成10年度～令和7年度 

支援事業名 
歴史活き活き！史跡等総合活用整備事業、重要文化財等防災施設整備事業、 

史跡等保存活用計画策定事業 

計画に記載し

ている内容 

国指定史跡である村上城跡は、市民に「お城山」と親しまれており、旧村上城下のシンボル的

な場所だが、経年による石垣の崩落等により当時の面影を感じることができない状況であるこ

とから、歴史的遺構を保全しつつ、後世にこの歴史的資産を継承するため石垣崩落箇所等の修

復を行うことで、市民の歴史的資源の保全に対する意識の醸成を図る。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

史跡村上城跡については、整備基本計画に基づき年次的に修繕作業及び発掘調査を行っており、当該年度につ

いては、黒門跡について発掘調査を実施するとともに、併せて、登山道の法面について修繕工事を実施した。ま

た、「史跡村上城跡保存活用計画策定委員会」において検討していた、史跡の適切な保存と活用を促進するため

の「史跡村上城跡保存活用計画」を策定した。なお、城跡の東面に展開する中世遺構の現地説明会を開催し、60

名が参加している。 

整備内容：登山道法面修繕工事（L＝120㎡） 

発掘調査：黒門跡発掘調査（Ａ＝18㎡） 

その他：史跡村上城跡保存活用計画の策定 

中世遺構現地説明会（参加者：60人） 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

史跡村上城跡整備基本計画に基づき、今後も継続的に修復や発掘調査を行い

つつ、定期的に説明会を開催し、市民の歴史資源の保全に対する意識の醸成

を図るとともに、史跡村上城跡保存活用計画に基づき、史跡の利便性の向上

を図り活用を促進するための取り組みを実施する。 

状況を示す写真や資料等 

村上城跡遺構現況図 
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進捗評価シート       （様式１－３） 

状況を示す写真や資料等 

写真 登山道法面の修繕工事 

  

写真 発掘調査の様子 写真 現地説明会の様子 
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進捗評価シート       （様式１－３） 

評価軸③－３ 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

       評価対象年度 令和2年度 

項目 現在の状況 

史跡平林城跡整備事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成11年度～令和7年度 

支援事業名 歴史活き活き！史跡等総合活用整備事業 

計画に記載し

ている内容 

国指定史跡である平林城跡は、曲輪や土塁、堀などの中世の城郭の遺構が色濃く残っているが、

この史跡の大半は、山林や農地であることから、遺構を顕在化するには除伐などの日常的な維

持管理が必要である。除伐などの維持管理を行うことにより、市民に対し文化財の重要性を周

知しつつ史跡の活用を図る。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

史跡平林城跡については、整備基本計画に基づき第 3 次整備事業実施計画を策定した。また、これまで発掘調

査や史跡の利活用を促進するために展示室兼トイレや駐車場等の整備を実施しているが、当該年度は、中曲輪

地区の発掘調査と大正期に削平された土塁の復元工事を実施し、発掘調査の成果を公表した現地説明会には 50

名が参加した。 

整備内容：中曲輪発掘調査(A=196㎡) 

土塁復元工事(L=18ｍ A=240㎡) 

発掘調査現地説明会（参加者：50名） 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

国史跡平林城跡整備基本計画及び第 3 次整備事業実施計画に基づき、今後も

継続的に遺構の顕在化を図りつつ、史跡周辺の集落やまちづくり団体と連携

を図りながら、市民に対し文化財の重要性を周知し、史跡の活用を図る。 

状況を示す写真や資料等 

図 「平林城跡」居館跡及び隣接地区区分図 

 

 次頁につづく 
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進捗評価シート       （様式１－３） 

状況を示す写真や資料等 

写真 発掘調査箇所の様子 

  

写真 土塁復元工事箇所 
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進捗評価シート       （様式１－３） 

評価軸③－４ 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

       評価対象年度 令和2年度 

項目 現在の状況 

重要文化財若林家住宅修復事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成3年度～令和7年度 

支援事業名 村上市単費 

計画に記載し

ている内容 

若林家住宅は、東日本に残る数少ないＬ字型の曲屋の寄棟造り茅葺きの武家住宅であり、建造

当時の面影を残す歴史的建造物であることから、今後も継続して保全、保存していくためには、

茅葺屋根等の経年劣化による破損個所の定期的な修復が必要である。この歴史的建造物を保存

し後世に歴史資産を継承する取り組みにより、市民の歴史資源の保全に対する意識の醸成を図

る。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

認定計画重点区域である旧村上城下町内に立地する武家住宅の茅葺屋根の差し茅技法による葺き替え作業

は、認定計画において、維持向上すべき歴史的風致の一つである「木と漆の匠にみる歴史的風致」に位置づけて

おり、当該建造物は、この歴史的風致を構成する要素となっている建造物である。 

当該年度については、茅葺屋根の葺き替え作業は実施していないが、火災報知設備の修繕を実施している。 

修復内容：火災報知設備修繕 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

歴史的風致を構成する要素となっている建造物を保存するため、継続的に修

復を行いながら、定期的に実施する茅葺屋根の葺き替え作業を通して、市民

の歴史資源の保全に対する意識の醸成を図る。 

状況を示す写真や資料等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料なし 
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進捗評価シート       （様式１－３） 

評価軸③－５ 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

       評価対象年度 令和2年度 

項目 現在の状況 

市指定文化財武家住宅修復事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成14年度～令和7年度 

支援事業名 村上市単費 

計画に記載し

ている内容 

認定計画重点区域である旧村上城下町内には、茅葺屋根の武家住宅が現存しており、日常的な

維持管理が行われている一方、経年劣化等により屋根や壁面の修復、修理が必要な場合がある。

このような建造物は、村上城下の歴史を感じることができる重要な歴史的建造物であることか

ら、適切な保全や保存を行い後世に継承する取り組みにより、市民の歴史資源の保全に対する

意識の醸成を図る。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

認定計画重点区域である旧村上城下町内に立地する武家住宅の茅葺屋根の差し茅技法による葺き替え作業は、

認定計画において、維持向上すべき歴史的風致の一つである「木と漆の匠にみる歴史的風致」に位置づけてお

り、市指定有形文化財である旧嵩岡家住宅、旧岩間家住宅、旧藤井家住宅、旧成田家住宅は、この歴史的風致を

構成する要素となっている建造物である。これらの建造物については、年次的な修復を実施することにより保

存を図っているが、当該年度については、茅葺屋根の葺き替え作業等の修復工事は実施していない。 

修復内容：市指定有形文化財「旧嵩岡家住宅」 自火報受信機バッテリーの交換 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

経年劣化による修繕箇所などは、社会資本整備総合交付金などの国費の活用

も検討しながら、年次的な計画により修復を実施し、歴史的風致を構成する

要素を保存しつつ、今後も一般公開を行いながら市民の歴史資源の保全に対

する意識の醸成を図る。 

状況を示す写真や資料等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料なし 
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進捗評価シート       （様式１－３） 

評価軸③－６ 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

       評価対象年度 令和2年度 

項目 現在の状況 

国県市指定文化財保存事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成22年度～令和7年度 

支援事業名 村上市単費 

計画に記載し

ている内容 

史跡や名勝、有形文化財等の所有者や保持者又は保持団体等に保存修理や維持管理、防災施設

の設置費用の一部を補助することにより、文化財の保全保存、防災時の被害軽減による文化財

の喪失を抑止する。また、無形文化財の伝承や公開に関する事業の経費を補助することにより

市民への普及啓発、ひいては、伝統的活動の担い手の確保を図る。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

 市指定の天然記念物である八日市神明宮クヌギおよび久保多町秋葉神社ケヤキの枯損部分の伐採、県指定の

無形民俗文化財である大須戸能の用具整備に対して補助金を交付し、文化財の保存に対して支援を行った。 

なお、「西奈弥神社の祭礼等にみる歴史的風致」の構成要素である瀬波まつりにおいて曳きまわしされるしゃ

ぎり屋台の修理行為に対し、国費（文化庁）が活用され修理がなされた（市からの補助金支出は行っていない）

が、修理箇所に関する説明会については新型コロナウイルスの影響により中止された。 

補助金交付件数：3件  

内訳） ・市指定天然記念物「八日市神明宮クヌギ」枯損部分の伐採 

    ・市指定天然記念物「久保多町秋葉神社ケヤキ」枯損部分の伐採 

    ・県指定無形民俗文化財「大須戸能」用具の整備 

 ※国県市指定文化財保存事業以外 

・瀬波中町しゃぎり屋台の修理 

・瀬波浜町しゃぎり屋台の修理 

・宿田神楽用具の整備 

・黒田盆踊り用具の整備 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

今後も継続的に補助金を交付し、文化財等の所有者や保持者又は保持団体な

どを支援し、文化財の保存、継承を図りつつ、文化財の保存、保全について普

及啓発を図る。 

状況を示す写真や資料等 

写真 市天然記念物「クヌギ」枯損部分の伐採 写真 瀬波浜町しゃぎり屋台の修理 
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進捗評価シート       （様式１－３） 

評価軸③－７ 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

       評価対象年度 令和2年度 

項目 現在の状況 

歴史的風致形成建造物保存事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成29年度～令和7年度 

支援事業名 社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業） 

計画に記載し

ている内容 

認定計画重点区域内の旧町人町、寺町内には、戦前に建築された町家などの歴史的建造物が多

数現存しているが、老朽化による破損や劣化、耐震上の問題など修理や補修が必要な建造物が

多く、また、建て替えによる歴史的建造物の喪失に繋がることから、これらの建造物の耐震化

及び老朽箇所の修繕など外観の修理行為に対し事業費の一部を補助することにより歴史的建

造物を保存しつつ、建造物の所有者に対し保存の重要性についても周知を図る。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

事業の実施にあたっては、毎年度、事業区域内の建造物所有者等を対象に説明会を開催していたが、当該年度

は新型コロナウイルス感染症の影響により開催が困難であるため、3密が避けられるように個別で相談を受け付

け、事業内容の周知を図った。  

また、当初 14 件の建造物に対し補助金交付を予定していたが、当初の予定件数を上回る 19 件の建造物所有

者等から交付申請を受け、申請建造物全てに対し補助金交付を行った。このなかには、歴史的風致形成建造物3

件からも交付申請を受けており、この補助金により保存のための修理がなされた。 

補助金交付件数：19件（うち歴史的風致形成建造物への交付件数：3件 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

事業区域内の建造物所有者等に対し定期的に説明会を開催しつつ、設計や施

工業者である建築士や大工等が所属する建設業協会や建築組合などに対して

も、定期的に説明会を開催しながら補助金制度の周知を図る。 

状況を示す写真や資料等 

写真 歴史的風致形成建造物(益甚酒店)壁面の修理 

 

修理前 

 

修理後 
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進捗評価シート       （様式１－３） 

評価軸③－８ 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

       評価対象年度 令和2年度 

項目 現在の状況 

建造物外観修景事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成29年度～令和7年度 

支援事業名 社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業） 

計画に記載し

ている内容 

事業地は、村上城下の町人町で最も早くに開けた町であり、吉川家住宅を代表とする国登録有

形文化財が数多く立地し、かつ、歴史的建造物である町家も現存する区域であるが、昭和40年

代に整備されたアーケードが老朽化し、国登録有形文化財周辺の歴史的風致に影響を与えてい

ることから、アーケード等の近代的な設備の撤去及び建築物の歴史的な外観への修景行為に対

し経費の一部を補助することにより町人町としての町並み空間の復元を図る。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

事業の実施にあたっては、毎年度、事業区域内の建造物所有者等を対象に説明会を開催していたが、当該年度は

新型コロナウイルス感染症の影響により開催が困難であるため、3 密が避けられるように個別で相談を受け付

け、事業内容の周知を図った。 

また、当初 6 件の建造物所有者等に対し補助金交付を予定していたが、予定者からの辞退もあり当初の予定を

下回る4件の建造物所有者等に対し補助金交付を行った。 

補助金交付件数：4件 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

事業区域内の建造物所有者等に対し定期的に説明会を開催しつつ、設計や施

工業者である建築士や大工等が所属する建設業協会や建築組合などに対して

も、定期的に説明会を開催しながら補助金制度の周知を図る。 

状況を示す写真や資料等 

写真 歴史的な町並みに調和した非歴史的建造物の修景 

  

修景前 

  

修景後 
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進捗評価シート       （様式１－３） 

評価軸③－９ 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

       評価対象年度 令和2年度 

項目 現在の状況 

景観形成助成金事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成26年度～令和7年度 

支援事業名 村上市単費 

計画に記載し

ている内容 

村上市景観計画において、重点的かつ先導的な景観形成に取り組む地区として重点地区を指定

しており、各重点地区内には歴史的背景などから特徴的な建築物が多数現存している。しかし

ながら、後継者の不在や生活スタイルの変化などにより、これらの建築物が創り出す景観に不

調和な建築物が増加するなど多数の問題が生じていることから、建築物の外観修景等の行為に

対し修景費の一部を補助し、建築物所有者の負担を軽減することにより歴史的な景観を保全

し、住民の歴史景観の保全に対する意識の醸成を図る。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

景観計画による景観誘導とともに、景観計画重点地区８地区内で建築物の色彩の変更や外観の修景に対し、市

単独の助成金を交付した。 

助成金交付件数：3件 

内訳）旧武家町地区：1件  旧町人町・寺町地区：1件  塩谷地区：1件 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

広報などを活用しながら、事業区域内の建造物所有者や設計・施工業者であ

る建築士や大工等が所属する建設業協会や建築組合などに対し、説明会等を

開催しながら補助金制度の周知を図る。 

状況を示す写真や資料等 

写真 景観形成助成金交付物件の修景 

  

修景前 

  

修景後 
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進捗評価シート       （様式１－３） 

評価軸③－10 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

       評価対象年度 令和2年度 

項目 現在の状況 

文化財等普及啓発事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成29年度～令和7年度 

支援事業名 村上市単費 

計画に記載し

ている内容 

歴史遺構である村上城跡や追手門などにおいて、歴史遺構を再現する取り組みを行うことによ

り、まちづくり団体が実施している町家を活用したイベント等との相乗的な効果を発揮し、文

化財の保全や保存に対する意識の醸成を図る。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

歴史遺構顕在化調査事業と併せた歴史遺構を再現する取り組みについては、当該年度は実施していないが、新

潟県指定無形民俗文化財である「大須戸能」の保持団体である大須戸能保存会では、能装束等の虫干し公開や、

謡体験会を開催し、大須戸能の普及啓発や後継者の育成を図った。また、村上城跡の発掘調査の現地説明会やむ

らかみ歴史講座を開催することで、当市の歴史資源の普及啓発を図っている。 

実施内容：出前講座「むらかみ歴史講座」(3箇所・参加者数：95人) [生涯学習課] 

大須戸能伝承公開事業[生涯学習課] 

     ・能装束等の虫干し一般公開(参加者数：10～15名) 

 ・謡体験会(回数：4回・参加者数：25名) 

村上城跡発掘調査現地説明会(参加者数：60名)[生涯学習課] 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

当市内には、有形無形の様々な文化資源が点在しており、これらの活動や建

造物を保全、保存するとともに、城門跡などの遺構の面影が感じられない箇

所もあることから、顕在化調査と併せ遺構を再認識する取り組みを推進し、

文化資源の普及啓発、地域活性化の資源として利活用を図る。 

状況を示す写真や資料等 

写真 出前講座「むらかみ歴史講座」の様子 写真 大須戸能謡体験会の様子 
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進捗評価シート       （様式１－３） 

評価軸③－11 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

       評価対象年度 令和2年度 

項目 現在の状況 

観光イベント事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成21年度～令和7年度 

支援事業名 村上市単費 

計画に記載し

ている内容 

歴史的風致の構成要素であり、観光資源でもある地域固有の歴史や伝統文化、伝統産業を活用

したイベント開催に要する経費の一部を補助し、活力ある地域づくりや魅力ある観光地づくり

を推進することにより歴史的建造物等の保全や保存、また歴史的活動を継続して実施していく

ための地域コミュニティなどの維持を図る。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

当市では、地域の特色ある観光資源を活用した観光客の誘致、地域振興等を目的としたイベントに対し補助金

交付を実施しており、当市の財産である歴史的建造物や町並みなど歴史資源を活用したイベントに対し補助金

交付を行っている。しかし、今年度については、新型コロナウイルスの影響によりイベントの開催が難しい状況

にあり、補助金の交付はなかった。 

補助金交付件数：0件（うち歴史的風致に関連するイベントへの交付件数：0件） 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

歴史的建造物や歴史的町並みなど歴史資源を活用したイベント主催者(まち

づくり団体)に対し、継続的に支援を行いながら魅力ある観光地づくりを推進

し地域の活性化を図る。 

状況を示す写真や資料等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料なし 
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進捗評価シート       （様式１－３） 

評価軸③－12 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

       評価対象年度 令和2年度 

項目 現在の状況 

道路美装化事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成29年度～令和7年度 

支援事業名 社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業） 

計画に記載して

いる内容 

事業地は、追手門を中心に国指定史跡である村上城跡や重要文化財である若林家住宅や浄念

寺本堂に通じるルート及び近接する市道であり、城下町当時の地割が現在も色濃く残る路線

であることから、歴史的風致に調和した舗装等に美装化することにより、歴史的な町並み景

観を改善しつつ、回遊しながら村上城下の歴史を感じる空間整備を行う。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

電線等の架空がなく無電柱化等の必要性が無い市道郡役所線の道路美装化を予定していたが、例年、建造物の

外観の修理修景補助金交付件数が当初予定件数を上回る傾向であったことから、このことを考慮し事業は実施

していない。 

実施状況（設計延長）：Ｌ＝0ｍ／1,177ｍ（未実施） 

（施工延長）：Ｌ＝0ｍ／1,177ｍ（未施工） 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

財政状況を踏まえつつ他事業との優先度を検討しながら、無電柱化事業と併

せ早期の事業化を目指す。 

状況を示す写真や資料等 

図 道路美装化事業の区域と事業個所 
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進捗評価シート       （様式１－３） 

評価軸③－13 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

       評価対象年度 令和2年度 

項目 現在の状況 

無電柱化事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成31年度～令和7年度 

支援事業名 社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業） 

計画に記載し

ている内容 

事業地は、追手門を中心に史跡である村上城跡や重要文化財である若林家住宅や浄念寺本堂に

通じるルート及び近接する市道であり、城下町当時の地割が現在も色濃く残る路線であること

から、道路美装化事業と併せ、電線等を撤去し無電柱化することにより、歴史的な町並み景観

を改善する。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

無電柱化推進計画の無電柱化候補路線として選定された市道安泰寺線及び市道安善寺線の２路線について、予

備及び詳細設計を実施する予定であったが、道路美装化事業同様、建造物の外観の修理修景補助金交付件数が

当初予定件数を上回る傾向であったことから、このことを考慮し事業は実施していない。 

実施状況（協議延長）：Ｌ＝285ｍ／1,166ｍ ※平成30年度実施済 

（設計延長）：Ｌ＝0ｍ／1,166ｍ ※未実施 

（施工路線延長）：Ｌ＝0ｍ／1,166ｍ ※未実施 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

財政状況を踏まえつつ他事業との優先度を検討しながら、無電柱化路線沿線

の地権者の合意形成を図り、電線管理者と協議を実施し、早期の無電柱化を

目指す。 

状況を示す写真や資料等 

図 無電柱化事業の区域と事業個所 
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進捗評価シート       （様式１－３） 

状況を示す写真や資料等 

図 市道安善寺線の無電柱化イメージ 

 

整備前 

 

整備後 
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進捗評価シート       （様式１－３） 

評価軸③－14 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

       評価対象年度 令和2年度 

項目 現在の状況 

歴史遺構跡整備事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成28年度～令和7年度 

支援事業名 村上市単費 

計画に記載し

ている内容 

事業地は、村上城の正面玄関である追手門が立地していたとされる場所であり、武家町と町人

町を繋ぐ重要な箇所でありながら、現在は、村上市役所庁舎や村上小学校、村上簡易裁判所等

の公共施設が立地しており、これらの施設が近代建築物であることから歴史的景観に調和して

いない状況である。これらの遺構内に立地する歴史的風致に調和しない建造物を修景しつつ、

復元的に整備することにより歴史的町並み景観の創出を図る。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

旧家老屋敷跡に立地している市役所庁舎等の市有施設の修景を予定しているが、当該年度については市役所庁

舎用地以外の歴史遺構の整備も含めて実施していない。なお、歴史遺構の整備ではないが、村上市役所本庁舎に

観光バス2台分の駐車場を整備し、観光利便性の向上を図っている。 

整備内容：村上市役所本庁舎駐車場の整備(大型バス２台分) 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

当市の財政状況から事業の予算化が難しい状況ではあるが、他事業との優先

度を検討しつつ、国費の導入なども視野に入れながら早期の事業化を目指す。 

状況を示す写真や資料等 

写真 村上市役所本庁舎駐車場の整備 

 

整備前 

 

整備後 
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進捗評価シート       （様式１－３） 

評価軸③－15 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

       評価対象年度 令和2年度 

項目 現在の状況 

まちなか景観魅力アップ事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成28年度～令和7年度 

支援事業名 村上市単費 

計画に記載し

ている内容 

認定計画重点区域内や景観計画重点地区内には、歴史的町並み景観に馴染まない街路灯が各所

に設置されていることから、市内の商店街振興組合等の商店街団体が行う装飾街路灯の新設や

修理、カラー舗装等の特殊舗装、地域文化に配慮した施設の整備に関わる費用の一部を補助し、

歴史的町並みに調和した装飾街路灯の設置や私道などの道路美装化などにより、歴史的建造物

等と一体となった歴史的町並み景観を創出し、市街地環境の改善を図る。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

市内の商店街振興組合等の商店街団体が行う装飾街路灯の新設や修理、カラー舗装等の特殊舗装など町並み景

観の向上に関する取り組みを支援する事業であるが、当該年度については、歴史的町並みに調和した施設整備

に対して補助は実施していない。 

補助件数：0件（うち歴史的風致の範囲内で歴史的町並み景観に調和した事業への補助件数：0件） 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

認定計画重点区域内や景観計画重点地区内で活動する商店街振興組合等に対

し事業の周知を図りつつ、特に「歴史的風致形成建造物保存事業」や「建造物

外観修景事業」などの歴史的建造物の保存、町並み景観の保全を目的とした

事業区域内の商店街振興組合等に対しては、「建造物外観修景事業」等の事業

説明会時に併せ制度の周知を図る。 

状況を示す写真や資料等 

図 「まちなか景観魅力アップ事業補助金」募集要項 
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進捗評価シート       （様式１－３） 

評価軸③－16 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

       評価対象年度 令和2年度 

項目 現在の状況 

木造住宅耐震診断・改修補助金事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成22年度～令和2年度 

支援事業名 社会資本整備総合交付金（住宅・建築物安全ストック形成事業及び効果促進事業） 

計画に記載し

ている内容 

市内各所に現存する歴史的建造物は、戦前以前に建築された建造物が多く、地震による倒壊等

の危険性とともに建造物の倒壊による歴史的景観の喪失にも繋がることから、昭和56年（1981）

5 月 31 日以前に建築等をした木造住宅の耐震診断費用及び耐震改修や耐震設計費用の一部を

補助することにより耐震改修が促進され、防災による被害の軽減を図りながら建て替えなどを

抑止し、歴史的建造物の保存、歴史的町並み景観の保全を図る。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

昭和56年（1981）5月31日以前に建築等をした木造住宅について、下記のとおり耐震診断、耐震改修補助金を

交付し、歴史的建造物の保存を図った。 

耐震診断補助件数：3件（うち歴史的建造物への補助件数：0件） 

耐震設計補助件数：0件（うち歴史的建造物への補助件数：0件） 

耐震改修補助件数：0件（うち歴史的建造物への補助件数：0件） 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

歴史的建造物の保存、歴史的町並み景観の保全を図るため「歴史的風致形成

建造物保存事業」や「建造物外観修景事業」、「景観形成助成金」制度などと併

せ、制度の周知を図る。 

状況を示す写真や資料等 

図 認定計画重点区域内の戦前に建造された歴史的建造物分布図 
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進捗評価シート       （様式１－３） 

評価軸③－17 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

       評価対象年度 令和2年度 

項目 現在の状況 

創業応援事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成28年度～令和7年度 

支援事業名 村上市単費 

計画に記載し

ている内容 

市内には、村上堆朱や越後しな布などの伝統的な工芸や三面川の鮭の食文化など伝統的な産業

が営まれているが、後継者の不足などが課題となっている。また、空き家、空き店舗が増加し

歴史的景観が喪失する一つの要因となっていることから、新規起業者、開業者に対し開業費用

の一部を補助し支援を行うことにより、伝統産業の維持及び空き家、空き店舗となった町家な

どの歴史的建造物等の活用を推進しつつ、また、開業者の地域コミュニティへの参加により担

い手が減少している歴史的な活動の継続を図る。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

創業応援事業は、新規起業者、開業者に対し開業費用の一部を補助し支援を行う事業であり、当該年度について

は、下記のとおり補助金を交付した。なお、上記交付件数のうち空き家・空き店舗を活用した起業者や歴史的風

致の要素となる活動に関連した事業の起業者に対する補助金の交付はなかった。 

補助件数：5件（うち歴史的風致の範囲内の空き家・空き店舗を活用した起業者への補助件数：0件） 

（うち歴史的風致の要素となる活動に関連した事業の起業者等への補助件数：0件） 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

商工会議所や商店街組合などの商工関係団体と連携を図りながら、景観形成

助成金事業などの建造物の外観の修理修景事業や地方産業育成資金貸付事業

と併せ制度の周知を図る。 

状況を示す写真や資料等 

図 「創業応援事業補助金」募集要項 
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進捗評価シート       （様式１－３） 

評価軸③－18 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

       評価対象年度 令和2年度 

項目 現在の状況 

空き家バンク移住応援補助金事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成27年度～令和7年度 

支援事業名 村上市単費 

計画に記載し

ている内容 

歴史的景観が喪失する一つの要因となっている空き家の物件情報を提供しつつ、物件購入者に

建築物の改修に要する費用の一部を補助し空き家を有効に活用することにより、市街地環境を

改善しながら歴史的町並み景観を保全し、また、移住者の地域コミュニティへの参加により、

担い手が減少している歴史的な活動の継続を図る。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

全体の空き家の登録総件数は昨年と比べて増加しているが、歴史的風致の範囲内の登録件数は 1 件減少してい

る状況にあり、空き家物件購入者を支援するための補助金については、下記のとおり交付を行った。 

空き家バンクの登録物件数：34件（うち歴史的風致の範囲内の空き家の登録物件数：13件） 

補助金交付件数：3件（うち歴史的風致の範囲内の空き家への交付件数：1件） 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

認定計画重点区域内外に関わらず多数の空き家が現存しており、当該制度が

有効に活用されていないことから、制度運用所管課と連携を図りながら制度

の周知を図る。また、建物外観の改修に関わる支援は、物件購入者のコスト

削減、ひいては、購入意欲の向上に繋がることから、「建造物外観修景事業」

等の説明会において当該制度についてもＰＲし、空き家の解消、利活用の推

進を図る。 

状況を示す写真や資料等 

写真 空き家バンク登録物件（歴史的風致の範囲内） 

 

（村上市小国町地内） 

 

（村上市府屋地内） 
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進捗評価シート       （様式１－３） 

評価軸③－19 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

       評価対象年度 令和2年度 

項目 現在の状況 

中小企業制度融資事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成20年度～令和7年度 

支援事業名 村上市単費 

計画に記載し

ている内容 

市内には、村上堆朱や越後しな布などの伝統的な工芸や三面川の鮭の食文化など伝統的な産業

が営まれているが、今後の維持にあたって後継者の不足などが課題となっており、これらの産

業に従事する市内の卸売業や小売業、飲食業等を営む中小企業者に対し、金融機関及び信用保

証協会と連携しながら運営資金や設備資金を貸付することにより歴史的な活動の維持また発

展を図る。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

当該事業は、市内の卸売業や小売業、飲食業等を営む中小企業者に対し、金融機関及び信用保証協会と連携しな

がら運営資金や設備資金を貸付する事業であるが、このうち歴史的風致の範囲内の卸売業や小売業、飲食業等

を営む中小企業者に対し下記のとおり貸付を行った。 

歴史的風致の範囲内の中小企業者への貸付件数：3件 

（うち歴史的建造物の店舗を活用した中小企業者への貸付件数：0件） 

（うち歴史的風致の要素となる活動に関連した中小企業者への貸付件数：0件） 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

当市固有の伝統的な産業の経営状況やニーズなど、実態を把握するとともに

商工会議所や商店街組合などの商工関係団体と連携しながら制度の周知を図

り、併せて、中小企業者の支援となり得る各種支援事業についても周知しな

がら伝統産業の維持、継続を図る。 

状況を示す写真や資料等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料なし 
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進捗評価シート       （様式１－３） 

評価軸③－20 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

       評価対象年度 令和2年度 

項目 現在の状況 

村上堆朱育成推進事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成28年度～令和7年度 

支援事業名 村上市単費 

計画に記載し

ている内容 

村上堆朱は、村上市を代表する伝統工芸であり歴史的風致の一つの要素となっている産業であ

るが、後継者の不足などが課題となっており、この産業の「ＰＲや販路拡大」「後継者育成」「原

材料の確保」の3つのテーマについて振興プランを作成しつつ、担い手の育成や産業振興など

の官民協働による事業を実施し、歴史的な活動の維持及び継承を図る。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

平成29年5月に「堆朱のまち村上再生計画」を策定し、この計画に基づき村上堆朱の原材料である漆の確保に

向けた植栽補助金の交付や村上堆朱の認知度向上に向けた取り組みを行っている。 

また、労働者の就業に必要な能力を開発し向上させる訓練施設である村上高等職業訓練校において、村上堆

朱の漆器科が開講されており、彫刻及び塗装のコースが設置され後継者の育成が行われた。 

漆の植栽や保育に関する補助金交付件数：1件 

村上高等職業訓練校堆朱課：彫刻コース（受講者：5名） 

              塗装コース（受講者：4名） ※彫刻コースと重複者あり 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

職人が継続的に事業を実施するために不可欠な収入を確保するため、産学官

の連携による新商品開発や販路拡大に向けたＰＲを行いつつ、後継者の育成

制度が令和元年度に終了したことから、村上高等職業訓練校などの関係機関

と連携を図りながら伝統産業である村上堆朱産業の活性化を図る。 

状況を示す写真や資料等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料なし 
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進捗評価シート       （様式１－３） 

評価軸③－21 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

       評価対象年度 令和2年度 

項目 現在の状況 

歴史的資源学習事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成24年度～令和7年度 

支援事業名 地域まちづくり交付金（村上市単費） 

計画に記載し

ている内容 

市内には歴史資源が多数、現存していることから、各地域のまちづくり協議会等と連携を図り

ながら、地域の歴史資源を再発見するためのガイドブックなどの資料を作成し、これをもとに

現地を確認する体験学習会を開催することにより、地域内の歴史的風致に接する機会を創出

し、歴史的な活動の伝承や建造物の保存活用の重要性について周知を図る。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

当市では、市民と行政が一体となり市民協働のまちづくりに取り組んでおり、その推進組織として17のまちづ

くり組織が設立されている。当市内には、歴史的建造物や歴史的な活動など各所に点在しており、各まちづくり

協議会では、歴史的風致の範囲内外に問わず地域内の歴史資源を再確認するイベントが下記のとおり開催され

ているが、新型コロナウイルスの影響により、イベントの開催数は減少している。 

また、まちづくり協議会以外（地域まちづくり交付金以外）の取り組みとして、塩谷地区北前船資源を学ぶ会実

行委員会や当地の鮭文化を伝える施設「イヨボヤ会館」の指定管理者であるイヨボヤの里開発公社においても、

まちづくり協議会同様、歴史資源を再確認するイベント等が開催された。 

実施内容：黒田集落まちあるき(参加者：26名)[高根まちづくり協議会] 

塩谷の歴史を学ぶ会（参加者：約40名）［塩谷地区北前船資源を学ぶ会実行委員会］ 

越後三ノ丸塩引道場(参加者数：213名)[イヨボヤの里開発公社] 

歴史講座「村上の学校のはじまり」(参加者数：50名)[イヨボヤの里開発公社] 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

歴史的風致の範囲内外に関わらず、地域の財産である歴史資源を再確認する

イベントが各所で開催されるようになってきていることから、今後も、各地

域のまちづくり協議会と連携を図りながら、地域内の歴史資源についての普

及啓発に向けた活動の継続を依頼する。 

状況を示す写真や資料等 

写真 黒田集落まちあるきの様子 
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進捗評価シート       （様式１－３） 

評価軸③－22 

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 

       評価対象年度 令和2年度 

項目 現在の状況 

伝統芸能体験事業 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

事業期間 平成24年度～令和7年度 

支援事業名 地域まちづくり交付金（村上市単費） 

計画に記載し

ている内容 

市内には村上まつりや岩船まつりなどの祭礼行事や大須戸能などの伝統芸能が伝承されてい

るが、後継者の不足が課題となっていることから、各地域のまちづくり協議会等と連携を図り、

これらの活動と関係性の低い子ども達に疑似体験する機会を設けることにより、歴史的な活動

に興味、関心が芽生え、今後の担い手の確保を図る。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

市では、市民と行政が一体となり市民協働のまちづくりに取り組んでおり、その推進組織として17のまちづく

り組織が設立されている。そのうち、認定計画重点区域内でまちづくりを実施している「村上地域まちづくり協

議会」では、毎年度、村上城下町の代表的な祭礼行事である村上祭の体験講座が開催されているが、昨年度に引

き続き、今年度も新型コロナウイルス感染症拡大を考慮し、中止となっている。 

実施状況：お祭り体験講座[村上地域まちづくり協議会]（新型コロナウイルス感染症拡大を考慮し中止） 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

当市内には、祭礼行事や伝統芸能など様々な歴史的な活動が伝承されている

が、担い手確保の取り組みが不足の状態であることから、保持団体を含め各

地域のまちづくり協議会と連携を図りながら、歴史的な活動の普及啓発を図

りつつ、担い手の確保に向けた活動を依頼する。 

状況を示す写真や資料等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料なし 
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進捗評価シート       （様式１－４） 

評価軸④－１ 

文化財の保存又は活用に関する事項 

       評価対象年度 令和2年度 

項目 現在の状況 

文化財の保存について 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

計画に記載し

ている内容 

指定文化財等は、当市の歴史的発展の経緯や文化的価値を伝える貴重な資料であるとともに、

今後の地域づくりや観光交流等のまちづくりを展開する上で、重要な地域固有の地域資源であ

ることから、これらの指定文化財等の保存については、文化財保護法等の関連法令に基づき、

国や県と連携しながら保存や管理等の保護措置を講じ、所有者や管理者等と連携を図りながら

適切な保存継承に努める。また、管理者不在による歴史的建造物の荒廃や解体、所有者の生活

スタイルの変化等による建て替えなどにより未指定の歴史的建造物や歴史遺産等の喪失や伝

統芸能や伝統産業の担い手の不足による保存継承の難しさも課題となっていることから、これ

らの価値づけを行うための調査や研究を進め、その価値が確認できたものについては、所有者

や関係者等への働きかけを行い、指定や登録等の制度を活用した保護措置を検討するなど、指

定文化財等の保存同様、貴重な歴史文化的資源の保存継承に努める。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

国、県、市指定文化財、国登録文化財の保存のための修理、修復等を下記のとおり実施した。また、指定登録文

化財以外の歴史的な建造物、歴史的な活動に対しても支援を実施し保存を図った。なお、国登録有形文化財であ

る「益甚酒店」については、歴史まちづくり法における歴史的風致形成建造物に指定した建造物であることか

ら、社会資本整備総合交付金(街なみ環境整備事業)を活用し文化財所有者に対し支援を行った。 

実施内容：重要文化財「若林家住宅」 

      ・火災報知設備修繕 

国指定史跡「村上城跡」 

・黒門跡周辺の発掘調査(A=18㎡)  

・登山道法面修繕工事(L=120㎡) 

国指定史跡「平林城跡」 

・土塁復元工事(L=18ｍ A=240㎡) 

      県指定無形民俗文化財「大須戸能」 

・能装束等の虫干し一般公開(参加者数：10～15名)  

・謡体験会(回数：4回・参加者数：25名) 

・用具の整備 

      市指定有形文化財「旧嵩岡家住宅」 

       ・自火報受信機バッテリー交換 

市指定天然記念物「八日市神明宮クヌギ」 

       ・枯損部分の伐採 

     市指定天然記念物「久保多町秋葉神社ケヤキ」 

       ・枯損部分の伐採 

国登録有形文化財「益甚酒店」 

 ・土蔵壁面及び外壁補修工事 

「瀬波まつり」※指定登録文化財以外の歴史的な活動 

・瀬波中町しゃぎり屋台の修理   

・瀬波浜町しゃぎり屋台の修理   

      「宿田神楽」※指定登録文化財以外の歴史的な活動 

       ・用具の整備 

                                           次頁につづく 
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進捗評価シート       （様式１－４） 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

      「黒田盆踊り」※指定登録文化財以外の歴史的な活動 

・用具の整備 

建造物建築年代調査(認定計画重点区域内) ※指定登録文化財以外の建造物 

・調書・図面の作成（ｎ＝2件） 

歴史的建造物の修理、修景 ※指定登録文化財以外の建造物 

       ・源内塾の修繕 

・歴史的建造物19件の外観の修理、修景を補助 

（歴史的風致形成建造物保存事業、建造物外観修景事業） 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

今後も、適切な維持管理を行いながら老朽箇所等の修繕を実施し、文化財の

保存を図る。また、文化財保持者や所有者等の負担軽減を図るための支援を

行うとともに、文化財の指定、登録も視野に入れた建造物建築年代調査等を

適宜実施しながら、文化財以外の歴史資源、文化資源についても保存に向け

た取り組みを実施する。 

状況を示す写真や資料等 

写真 国指定史跡「平林城跡」鳥瞰図 

 

 

次頁につづく 

 

 

 

 

 

 

 

 



村上市－35 

 

進捗評価シート       （様式１－４） 

状況を示す写真や資料等 

写真 国指定史跡「平林城跡」発掘調査の様子 

  

写真 国指定史跡「村上城跡」発掘調査の様子 

  

写真 国指定史跡「村上城跡」登山道法面の修繕 
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進捗評価シート       （様式１－４） 

評価軸④－２ 

文化財の保存又は活用に関する事項 

       評価対象年度 令和2年度 

項目 現在の状況 

文化財の活用について 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

計画に記載し

ている内容 

重要文化財である若林家住宅や市の指定文化財である旧嵩岡家住宅等の市所有の武家住宅の

一般公開など行い、歴史的、観光資源として活用を図っているが、民間まちづくり団体等にお

いても、村上地域村上地区での町家内部を公開する「町屋の人形さま巡り」や「町家の屏風ま

つり」、神林地域砂山地区の塩谷集落の歴史的な町並み景観を活用した地域活性化のイベント、

朝日地域塩野町地区の大須戸集落に伝承されている大須戸能を活用したイベント、山北地域中

俣地区の山熊田集落の生業の里における「越後しな布織体験」など市内各所で文化財を活用し

た地域活性化の取り組みが行われている。今後も、文化財等の所有者又は管理者、文化財を活

用したまちづくり団体等と相互連携を図りながら、文化財等の公開活用や歴史、文化に関する

普及啓発を推進し、市民一人ひとりが文化財の価値や魅力を理解し地域への誇りや愛着を深め

ていけるよう努めながら、地域活性化のひとつの鍵として活用を図る。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

例年、文化財を活用したイベントや学習会などが多数実施されているが、当該年度は新型コロナウイルス感

染症の影響により、ほとんどが中止となった。その中でも、新型コロナウイルスの感染が落ち着いている時期に

感染症対策に十分に留意しながら以下のイベントが開催されている。 

活用状況：国登録有形文化財「益甚」他 

      ・町屋の人形さま巡り[村上町屋商人会]（入込客：35,000名） 

     国登録有形文化財「吉川家住宅」他 

      ・町屋の人形さま巡り[村上町屋商人会]（入込客：35,000名） 

     国登録有形文化財「早撰堂」他 

      ・町屋の人形さま巡り[村上町屋商人会]（入込客：35,000名） 

     国登録有形文化財「井筒屋」他 

      ・町屋の人形さま巡り[村上町屋商人会]（入込客：35,000名） 

三の丸記念館 ※指定登録文化財以外の歴史的建造物 

      ・三の丸カフェ「まちなかま」(参加者125人)［村上まち協］ 

・水彩画展(参加者273人)[木曜美の会] 

・写真展(参加者190人)[写団村上] 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

市所有の武家住宅などの文化財等については、一般公開などを行いながら、

まちづくり団体と連携した各種イベントの開催を通して利活用の促進を図り

つつ、個人所有の文化財等については、所有者又は管理者の一般公開に対し

ての理解を求めつつ、まちづくり団体と連携を図りながら各種イベントの開

催を依頼し文化財等の利活用の推進を図る。 

状況を示す写真や資料等 
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進捗評価シート 
      

（様式１－４） 

状況を示す写真や資料等 

写真 町屋の人形さま巡りの様子 

  

写真 三の丸カフェ「まちなかま」の様子 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



村上市－38 

 

進捗評価シート       （様式１－４） 

評価軸④－３ 

文化財の保存又は活用に関する事項 

       評価対象年度 令和2年度 

項目 現在の状況 

文化財の修理や整備について 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

計画に記載し

ている内容 

指定文化財等の修理、整備にあたっては、文化財の特性や保存状態を考慮した上で文化財とし

ての価値を損なうことがないよう十分に配慮し、適切な手法を選択する必要があることから、

国や県等の関係機関と協議、連携を図りながら、村上市文化財保護審議会などの学識経験者や

専門家から指導、助言を仰ぎながら実施し、所有者や管理者の負担軽減を図るため適切な指導、

助言を行いながら支援策について検討する。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

指定及び登録文化財の修理及び整備については、下記のとおり実施した。なお、国指定史跡「村上城跡」の修繕

については、歴史活き活き！史跡等総合活用整備事業を活用し、国登録有形文化財である「益甚酒店」の修繕に

ついては、歴史まちづくり法における歴史的風致形成建造物に指定した建造物でもあることから、社会資本整

備総合交付金(街なみ環境整備事業)を活用した支援により修繕がなされた。 

また、指定登録文化財以外の歴史的な建造物や歴史的な活動についても、保存又は保持のための支援を行った。 

修理・整備内容：重要文化財「若林家住宅」 

         ・火災報知設備修繕 

国指定史跡「村上城跡」 

・黒門跡周辺の発掘調査(A=18㎡) 

・登山道法面修繕工事(L=120㎡) 

国指定史跡「平林城跡」 

・土塁復元工事(L=18ｍ A=240㎡) 

         市指定有形文化財「旧嵩岡家住宅」 

          ・自火報受信機バッテリー交換 

国登録有形文化財「益甚酒店」 

 ・土蔵壁面及び外壁補修工事 

県指定無形民俗文化財「大須戸能」 

・用具の整備 

歴史的建造物の修理、修景 ※指定登録文化財以外の建造物 

          ・源内塾の修繕 

・歴史的建造物19件の外観の修理、修景を補助 

          （歴史的風致形成建造物保存事業、建造物外観修景事業） 

「瀬波まつり」 ※指定登録文化財以外の歴史的な活動 

・瀬波中町しゃぎり屋台の修理 

・瀬波浜町しゃぎり屋台の修理 

「宿田神楽」 ※指定登録文化財以外の歴史的な活動 

・用具の整備 

「黒田盆踊り」 ※指定登録文化財以外の歴史的な活動 

・用具の整備 
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進捗評価シート       （様式１－４） 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

市所有の文化財については、各種整備基本計画等に基づきながら年次的に整

備を行い、必要に応じて適切な修繕を実施していることから、今後も継続的

に修繕等を行いつつ、併せて利活用の促進に向けた施設整備についても取り

組みを実施する。また、個人所有の文化財については、修繕等の維持管理に

関わる所有者や管理者の負担軽減を図るための支援と併せ、適切な修繕方法

等について、今後も継続的に指導、助言を実施する。 

状況を示す写真や資料等 

写真 国登録有形文化財「益甚酒店」 

  

写真 「旧嵩岡家住宅」バッテリー交換 写真 瀬波浜町しゃぎり屋台の修理 
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進捗評価シート       （様式１－４） 

評価軸④－４ 

文化財の保存又は活用に関する事項 

       評価対象年度 令和2年度 

項目 現在の状況 

文化財の保存及び活用を行うための施設について 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

計画に記載し

ている内容 

村上市郷土資料館やイヨボヤ会館、縄文の里・朝日などの施設では、歴史資料や民俗資料、考

古資料等の展示とともに各種イベントが開催され、市民や来訪者に対し当市の歴史的風致に接

する機会を提供しているが、今後も一層の創意工夫により展示内容の充実を図るとともに、文

化財の所有者や管理者との連携や協力のもと、その保存、活用や展示公開の推進による普及啓

発に努める。また、これらの施設が、市内各所に点在していることから施設相互の連携、協力

を図りながら、文化財の存在や価値を広く発信していけるよう有効な利活用に向けた取組を検

討する。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

「村上市郷土資料館」などの歴史資料や民俗資料、考古資料等を展示する施設の利用状況は、下記のとおりあ

る。また、当該年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントの開催が難しい状況であったが、1日

の参加人数を制限するなど感染症対策に十分留意したうえで下記のイベントが開催されている。 

利用状況とイベント開催状況：村上市郷土資料館（入館者：11,846人） 

・歴史講座（参加者：50名） 

イヨボヤ会館（入館者：31,422人） 

・越後村上三ノ丸流鮭塩引き道場（参加者：213名） 

縄文の里・朝日（入館者：1,599人） 

歴史文化館（入館者：11,846人） 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

歴史資料の常設展示とともに、まちづくり団体の活動と連携を図りながら、

文化財等の存在や価値を広く発信、ＰＲするイベントを開催しつつ、併せて、

地域固有の文化などを体験する講習会やイベントを開催するなど施設の利活

用を促進する。 

状況を示す写真や資料等 

写真 「越後村上三ノ丸流鮭塩引き道場」の様子 
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進捗評価シート       （様式１－４） 

評価軸④－５ 

文化財の保存又は活用に関する事項 

       評価対象年度 令和2年度 

項目 現在の状況 

文化財の周辺環境の保全について 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

計画に記載し

ている内容 

当市は、指定文化財等とともに歴史的建造物とが一体となり城下町や旧街道沿線の宿場町、北

前船の寄港地である港町としての歴史的な景観が市内各所で形成されており、自然環境や歴

史、文化など地域固有の景観を保全、保存する取り組みを実施している。今後も、景観法や条

例、制度等により適切な環境保全を図りながら、文化財周辺の町並み修景や整備を推進するた

め、景観計画の重点地区制度の周知及び活用促進を図るとともに、修景整備等に係る支援を拡

充し、文化財と一体となった周辺環境の保全に努める。特に、認定計画重点区域については、

都市計画法に基づく用途地域を指定することにより土地利用の規制誘導を図り、文化財等の周

辺環境の保全に取り組んでいるが、更に修景整備等に係る支援の拡充や道路の美装化や無電柱

化等の公共施設の整備等についても検討し、文化財と一体となった周辺環境の保全に努める。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

平成 26 年度から景観計画重点地区内において制度化している「景観形成助成金」に併せ、平成 29 年度に吉川

家住宅等の国登録有形文化財が多数立地する区域を対象に創設した「歴史的風致形成建造物保存事業補助金」

及び「建造物外観修景事業補助金」による文化財及び文化財周辺の建造物所有者への外観の修理修景行為への

支援により文化財の周辺環境の保全を図った。なお、道路の美装化や無電柱化などの公共空間の整備について

は実施していない。 

実施内容：景観形成助成金の交付（交付件数：3件） 

歴史的風致形成建造物保存事業補助金の交付（交付件数：19件） 

建造物外観修景事業補助金の交付（交付件数：4件） 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

「歴史的風致形成建造物保存事業」や「景観形成助成金」などの歴史的建造

物の保存や町並み景観の保全に関わる支援事業を継続するとともに、町並み

景観に大きな影響を与える架空電線等を解消するため、早期の事業化に向け

た取り組みを実施するとともに、併せて、道路美装化や町並み環境に影響を

与える道路整備についても整備の必要性について検討し、必要に応じて計画

変更を行う。また、文化財保護法に基づく伝統的建造物群保存地区制度や文

化的景観制度などの制度の活用についても検討を実施する。 

状況を示す写真や資料等 

写真 補助金交付を受けて修理修景した歴史的建造物 

 

修理・修景前 

 

修理・修景後 



村上市－42 

進捗評価シート       （様式１－４） 

評価軸④－６ 

文化財の保存又は活用に関する事項 

       評価対象年度 令和2年度 

項目 現在の状況 

文化財の防災について 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

計画に記載し

ている内容 

文化財の災害予防については、文化財の現状把握、災害発生時に対応する措置をあらかじめ明

確にしながら予防対策に努め、文化財所有者に対して防災計画について必要な都度、指導、助

言し、応急対策については、文化財の被害状況を把握しながら必要な応急措置を行うことによ

り被害の軽減に努め、消防本部は文化財の分布状況をあらかじめ把握し、地震火災時において

消失のないよう措置するとされていることから、今後も、文化財所有者や管理者、消防本部な

どの関係機関との連携を図りながら災害予防に努める。文化財所有者及び管理者は、可能な限

り被害状況の把握に努め、二次的倒壊や崩落を極力防止するために、危険のない範囲で、応急

的措置を講じるよう対応するとされており、文化財の被害の軽減を図るためにも県及び市はそ

れを指導、助言するとともに可能な限りの支援を実施する。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

文化財防火デーに併せ、重要文化財「若林家住宅」他、近接する歴史的建造物 2 施設において、関係行政機関

(市消防本部)と連携を図りながら防災訓練を実施し、放水銃による放水訓練や貴重品の持ち出しなど災害発生

時の対応を確認した。市指定有形文化財「旧岩間家住宅」では、防火対策として煙感知器の交換を実施した。 

また、認定計画重点区域内である村上城下町の旧町人町内には、町家など壁面を共有する木造建築物が連担、密

集しており、一度、火災が発生した場合には、大規模火災に発展する可能性のある区域であることから、延焼・

類焼防止策の検討とともに、消防水利の確保や初期消火までの時間短縮に関する取り組みを実施した。 

実施内容：防火訓練の実施（参加者：8名） 

（うち指定管理者職員7名・市教育委員会職員1名） 

・放水銃による若林家住宅への延焼防止放水訓練 

・水入り消火器による消火訓練 

・煙感知器作動による火災報知機作動の確認 

・来館者の避難誘導と貴重品持ち出し訓練 

市指定有形文化財「旧嵩岡家住宅」 自火報受信機バッテリー交換 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

今後も継続的に防災訓練を実施し、文化財の保存に努めつつ、老朽化した防

災設備については、交換など年次的に改修を実施する。また、火災発生時の

大規模火災に発展しない、効果とコストを考慮した消防設備の整備などを検

討するとともに、早期整備に向けた取り組みを実施する。 

状況を示す写真や資料等 

写真 重要文化財「若林家住宅」等で行われた防火訓練の様子 
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進捗評価シート       （様式１－４） 

評価軸④－７ 

文化財の保存又は活用に関する事項 

       評価対象年度 令和2年度 

項目 現在の状況 

文化財の保存及び活用の普及・啓発について 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

計画に記載し

ている内容 

文化財の存在とその価値について周知するため文化財マップ等を作成しているが、更なる周知

の必要があることから、広報やホームページなどの様々な媒体を活用し、文化財の価値や魅力

についての情報を広く発信するとともに、保全及び活用の必要性等について広く周知を図りな

がら、関係団体とも連携、協力し、学校教育や生涯学習等を通じて、市民一人ひとりが身近に

地域の歴史や文化について学ぶ機会を提供し、住民意識の醸成に努める。また、文化財の活用

を推進するため、所有者や管理者等と協議、連携しながら誰もが文化財を気軽に見学し親しむ

ことのできる機会を検討し、また、各地域のまちづくり協議会やまちづくり団体と相互連携を

図りながら、文化財等の公開活用や歴史、文化に関する普及啓発を推進する。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

当該年度については、パンフレット、リーフレットなど文化財の存在とその価値について周知する配布物の作

成は実施していないが、過去に作成した国指定史跡「平林城跡」や「村上城跡」のパンフレット配布ととも

に、認定計画重点区域内の歴史資源、歴史的風致を周知するため、旧村上城下町当時の古地図を活用し作成し

たまち歩きマップについて、継続的に配布を行った。 

また、発掘作業などに併せた現地説明会を企画し、文化財等の地域資源について接する学習会等を開催すると

ともに、各地域まちづくり協議会では文化財を身近に感じる下記のイベントが開催された。なお、国指定史跡

「村上城跡」の発掘箇所を一般に公開するイベントについては、台風の影響により中止した。 

実施内容：国指定史跡「村上城跡」のパンフレット配布[市生涯学習課] ※過年度からの継続 

国指定史跡「平林城跡」のパンフレット配布[市生涯学習課] ※過年度からの継続 

県指定史跡「大葉沢城跡」のパンフレット配布[市生涯学習課]  ※過年度からの継続 

「まち歩き城下絵図」の配布[市都市計画課] ※過年度からの継続 

「歴史的風致形成店舗ガイドブック」の配布[市都市計画課] 

国指定史跡「村上城跡」中世遺構現地説明会[市生涯学習課]（参加者：60名） 

国指定史跡「平林城跡」発掘調査現地説明会[市生涯学習課] （参加者：50名） 

むらかみ出前講座(計3箇所) [市生涯学習課]（参加者数：95名） 

県指定無形民俗文化財「大須戸能」大須戸能伝承公開事業 

・能装束等の虫干し一般公開[大須戸能保存会]（参加者：10～15名） 

 ・謡体験会[大須戸能保存会] (回数：4回・参加者数：25名) 

黒田集落まちあるき[高根まちづくり協議会] (参加者：26名) 

      塩谷の歴史を学ぶ会［塩谷地区北前船資源を学ぶ会実行委員会］（参加者：約40名） 

越後三ノ丸塩引道場[イヨボヤの里開発公社]（参加者：213名） 

歴史講座[イヨボヤの里開発公社] 

・村上の学校のはじまり（参加者：50名) 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

当市内には、有形無形の様々な文化資源が点在しており、これらの資源を再

確認するイベントが各所で開催されるようになってきていることから、今後

も、各地域のまちづくり協議会と連携を図りながら、活動の継続を依頼する

とともに、発掘作業などに併せた現地説明会や文化財等の地域資源について

接する学習会を今後も開催しつつ、パンフレット等の配布を継続する。 

状況を示す写真や資料等 

 次頁につづく 
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進捗評価シート       （様式１－４） 

状況を示す写真や資料等 

写真 高根まちづくり協議会「黒田集落まちあるき」の様子 

  

写真 「村上城跡」発掘箇所現地説明会の様子 
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進捗評価シート       （様式１－４） 

評価軸④－８ 

文化財の保存又は活用に関する事項 

       評価対象年度 令和2年度 

項目 現在の状況 

埋蔵文化財の取扱い及び保存・活用について 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

計画に記載し

ている内容 

当市内には、史跡である村上城跡や平林城跡を代表とする埋蔵文化財包蔵地（遺跡）が、現在、

確認されているだけでも659件存在し、市内各所に点在している。現在も継続して分布調査や

試掘確認調査を実施しており、周知の埋蔵文化財包蔵地については、今後も文化財保護法に基

づきその現状の把握に努め適切な保護の措置を講じながら、今後も県と連携を図り、保護すべ

き対象や範囲についての検討を含め継続して取り組む。 

また、埋蔵文化財の活用については、平成6年（1994）に文化庁に設置された「埋蔵文化財発

掘調査体制等の整備充実に関する調査研究委員会」の報告を参考にしながら活用方法の検討を

行う。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

当市には、埋蔵文化財包蔵地が各所に点在していることから、文化財保護法の規定に基づく事前届出を受けて

試掘確認調査を実施した。 

文化財保護法の規定に基づく事前届出件数：6件 

埋蔵文化財包蔵地の調査状況：6箇所 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

周知の埋蔵文化財包蔵地については、今後も文化財保護法に基づきその現状

の把握に努め適切な保護を講じる。 

状況を示す写真や資料等 

写真 埋蔵文化財包蔵地の調査の様子 

 

三之町地区調査 

 

朝日地区調査 
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進捗評価シート       （様式１－４） 

評価軸④－９ 

文化財の保存又は活用に関する事項 

       評価対象年度 令和2年度 

項目 現在の状況 

文化財の保存及び活用に係る市町村の体制について 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

計画に記載し

ている内容 

今後は、文化財の保存及び活用だけではなく、文化財の周辺環境も一体となった取り組みが必

要であることから、文化財担当部局だけではなく、都市整備部局や商工観光部局などの関係部

署との円滑な連携を図り、文化財保護行政の推進に努める。また、文化財保護審議会について

は、当市の未指定文化財の調査、発掘とその価値付けに必要な資料の収集などに関してさらに

指導的立場を発揮し、当市の文化財保護について積極的支援を行う。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

文化財の指定に関する事務については、文化財担当部局で担当しているが、文化財の周辺環境の整備にあたっ

ては、文化財担当部局だけではなく、都市整備部局や商工観光部局などの関係部署と連携し、庁内の検討組織で

ある政策調整会議を開催し検討を行った。また、文化財に指定されていない歴史的建造物については、歴史まち

づくり担当部局と文化財担当部局が歴史的風致形成建造物の指定候補の抽出を行うなど連携を図りながら、歴

史的風致形成建造物の指定候補の追加を行った。また、歴史的価値の高いと推測される建造物については、建築

年代調査を実施し、その価値を明らかにした。 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

歴史的価値の高い未指定文化財については、調査やその価値付けに必要な資

料の収集など行いつつ、その周辺環境については、文化財担当部局だけでは

なく、都市整備部局や商工観光部局などのまちづくり関係部署と連携を図り

ながら文化財保護行政を推進する。 

状況を示す写真や資料等 

図 歴史的風致維持向上計画の推進体制 
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進捗評価シート       （様式１－４） 

評価軸④－10 

文化財の保存又は活用に関する事項 

       評価対象年度 令和2年度 

項目 現在の状況 

文化財の保存及び活用に関わる住民等の各種団体の体制整備について 

□実施済 

■実施中 

□未着手 

計画に記載し

ている内容 

歴史的風致の維持向上に向けた取り組みを実施していく上では、市内各地で活動されているま

ちづくり団体との連携が不可欠であることから、各地域のまちづくり組織と連携を図り、各地

域のまちづくり組織以外の各種団体については、多様な活動をさらに推進するため協議、連携

を図りながら必要な情報を提供し、人材の育成や支援の充実を講じるなど官民一体となった文

化財の保存及び活用体制の構築を目指し検討する。 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

文化財の保存については、文化財所有者や保持者等の負担軽減を図るため国県市指定文化財保存事業や歴史的

風致形成建造物保存事業により支援を行っているが、認定計画重点区域内において、歴史的建造物の保存行為

に対し独自の補助金交付よる支援を行っている「村上町屋再生プロジェクト」と連携を図ることに、市補助金制

度で対応できない行為（補助金交付対象箇所以外の箇所や事業区域外に立地する建造物などの修理修景行為）

者への支援や市補助金と併せたまちづくり団体独自の補助金の交付について支援依頼を行った結果、下記の件

数の建造物所有者に対し支援が行われた。 

また、歴史的建造物の修理、修復を手掛けける「村上大工匠の会」などと連携を図り、文化財保護法に基づく伝

統的建造物保存地区制度の導入も視野に入れながら建造物のオーセンティシティに配慮した修理を行った。 

まちづくり団体が補助金を交付した建造物数：12件（うち認定計画重点区域内の建造物数：12件） 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

認定計画重点区域内においては、まちづくり団体による文化財等の保存が図

られているが、この区域外に関しては、保存活動を行う団体が皆無の状況で

あることから、この取り組みが可能な団体の発掘を実施する。また、文化財

を保存するうえで、まちづくり団体の財源確保も必須となることから、これ

らの情報に関する提供を行うなどの支援を実施する。 

状況を示す写真や資料等 

写真 古写真をもとに修理された歴史的建造物 

 

修理・修景前 

 

修理・修景後 
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進捗評価シート       （様式１－５） 

評価軸⑤－１ 

効果・影響等に関する報道 

       評価対象年度 令和2年度 

報道等タイトル 年月日 掲載紙等 

●歴史的風致維持向上計画の認定等に関する報道   

村上市街「歴史的風致形成建造物」新たに5件指定 計39件に 令和2年7月5日 サンデーいわふね 

風情と趣き生かしたまちづくりで支援 歴史的風致形成建造物に新たに5

件指定 
令和2年7月5日 村上新聞 

歴史的風致形成建造物指定書交付（村上地区） 令和2年7月9日 あさひちゃんねる 

村上市指定 歴史的風致形成建造物 「石亀」など新たに５件 令和2年7月11日 新潟日報 

村上市歴史的風致形成店舗認定制度 歴史文化を感じる店を認定 初回

申込〆切は22日、以降随時 
令和2年7月19日 村上新聞 

看板の風格たっぷり 村上・製材組合 飲食店支援、市に寄贈 令和2年8月15日 新潟日報 

北越後製材・加工業協同組合 「歴史的店舗」の認定標識を贈呈 うおや、

新多久で交付式ほか３２軒 
令和2年8月23日 村上新聞 

コロナ影響の店舗支援 市産スギ材で「認定看板」150個作成しに寄贈 令和2年8月23日 サンデーいわふね 

「村上ノ歴史文化ヲ感ジル店」－歴史的風致形成店舗ー続々認定！ 令和2年9月号 
むらかみ商工会議所ニ

ュース 

●歴史的な活動に関する報道   

村上大祭屋台巡行中止に 保存会「新潟地震以来、切ない」 令和2年4月11日 新潟日報 

鮭稚魚放流（村上地区） 令和2年4月16日 あさひちゃんねる 

村上大祭の巡航中止（村上地区） 令和2年4月16日 あさひちゃんねる 

窓:終息後の屋台巡行に期待 渡辺公平さん（７４） 令和2年5月2日 新潟日報 

日本最古の布「しな布マスク」感染予防に 現代美術家・大滝さん制作 水

に強くデザイン性も 
令和2年5月21日 

新潟日報 

例大祭粛々と祭礼は縮小し神食職らのみで 令和2年5月24日 村上新聞 

400年の伝統絶やさない 村上 密集避け茶摘み 令和2年6月6日 新潟日報 

400年の営み直に触れ村上茶畑で摘み取り体験 令和2年6月14日 サンデーいわふね 

瀬波大祭自粛へ宵宮祭り、例大祭は氏子総代のみで 令和2年6月14日 村上新聞 

村上茶400年の歴史をＰＲ信金本店茶摘み姿で展示紹介 令和2年6月21日 村上新聞 

「村上茶四百年」を展示茶摘み娘姿の接客も 村上信用金庫本店 令和2年6月21日 サンデーいわふね 

三面川産100％「酒びたし」 令和2年6月21日 サンデーいわふね 

獅子頭4兄弟130年ぶりに新潟市北区郷土資料館村上上町の職人「稲垣長

作」が制作 
令和2年6月21日 村上新聞 

地酒 車へお届け ３密“サケ”て販売 ドライブスルー開始 令和2年6月27日 新潟日報 

おいしい新茶味わって「リブインハーモニー」に贈呈 令和2年6月28日 村上新聞 

自粛の村上大祭提灯飾って祝賀モードを 令和2年6月28日 村上新聞 

400年目の新茶味わって村上間税会女性部会4施設に270グラムずつ寄贈 令和2年6月28日 サンデーいわふね 

村上市茶業組合徳光屋覚左衛門偲んで400年の節目に法要 令和2年7月5日 村上新聞 

大茅の輪くぐって半年の厄災、悪疫祓い藤本神社で夏越神事 令和2年7月5日 サンデーいわふね 

羽黒神社 新〆縄飾り赤紙垂下げ 

藤基神社 ちの輪くぐり疫病退散 
令和2年7月5日 村上新聞 

56年ぶり屋台巡行なく 村上大祭コロナ影響「神輿前の儀」斎行 令和2年7月12日 サンデーいわふね 

村上まつりに屏風を立てよう（村上地区） 令和2年7月16日 あさひちゃんねる 

北限の茶処村上茶四百年の系譜 村上茶の基礎を築いた徳光覚左衛門と

堀直竒 
令和2年7月26日 村上新聞 
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報道等タイトル 年月日 掲載紙等 

間部公300回忌心新たに 浄念寺で追善供養 令和2年8月2日 村上新聞 

県内でも貴重な行事 七夕祭を市文化財に 投稿片野鉄雄 令和2年8月9日 サンデーいわふね 

”疫病退散”を祈願 村上七夕祭り 屋台展示、獅子舞奉納も 令和2年8月23日 村上新聞 

村上堆朱の魅力知って 有磯周斎ら名工の作品も 小町・村上信金本店で

展示 
令和2年8月23日 村上新聞 

帰省のたび大須戸能撮影 写真集を自費出版 令和2年8月23日 サンデーいわふね 

塩引き鮭づくり「生涯現役」 村上市大町・上村八惠子さん 令和2年8月30日 サンデーいわふね 

村上木彫堆朱「再認識を」 村上信金本店 名工１１作品ロビーに展示 令和2年8月30日 サンデーいわふね 

両陛下からの贈り物 村上大嘗祭の鮭奉納にお礼 令和2年9月11日 新潟日報 

地域の平安祈り来年盛大に 瀬波大祭神事のみを実施 令和2年9月13日 村上新聞 

「竹灯籠まつり」オンラインで 10.10ＳＮＳ活用 無料配布も 令和2年9月13日 サンデーいわふね 

一昨年は台風、ことしは… おしゃぎり巡行中止来年は２年分盛大に 瀬

波大祭 神事のみ 
令和2年9月13日 

サンデーいわふね 

竹灯籠まつり”今年はオンライン” 26日に竹を無料配布 令和2年9月20日 村上新聞 

村上でバスツアー 茶摘み、塩引き鮭…文化満喫 令和2年10月1日 新潟日報 

窓：竹灯籠まつりをネットで 菅原丈昭さん（村上市） 令和2年10月10日 新潟日報 

村上甚句保存会発足 会員募集女性も歓迎 研究、練習し、ＣＤ頒布、冊

子発行も 
令和2年10月11日 村上新聞 

鮭料理次の世代へ イヨボヤ開発公社 「伝統レシピ保存版」を発刊 令和2年10月11日 村上新聞 

堆朱あしらいオリジナル仏壇 会津屋が発売 令和2年10月18日 村上新聞 

村上町年行事所日記十五巻発刊 藩士「三宅相馬」の功績詳細に 100 人

罰せられた村上大祭の大喧嘩も 
令和2年10月18日 村上新聞 

思い出の数だけ明かり灯して 宵の竹灯籠まつり オンラインで拡がり 令和2年10月18日 村上新聞 

オンラインで灯り広げ 東京や瀬波から配信も 宵の竹灯籠まつり 令和2年10月18日 サンデーいわふね 

町屋巡りや笹川流れ遊覧も 県内修学旅行では村上訪問続く 令和2年10月18日 サンデーいわふね 

鮭魂祭（村上地区） 令和2年10月22日 あさひちゃんねる 

鮭魂祭（村上地区） 令和2年10月22日 あさひちゃんねる 

岩船大祭 参道に提灯神事しめやかに 陣谷さん「コロナ撃退」ポスター

制作 
令和2年10月25日 村上新聞 

漁獲予測は4万５千匹 せなみすみれの買い・藤基神社 恵みに感謝「鮭

魂祭」 
令和2年10月25日 村上新聞 

獲れたて４キロの雄鮭を奉納 恵みに感謝 今季の豊漁祈り 令和2年10月25日 サンデーいわふね 

伝統の”しな布”にふれて さんぽく小４年生 令和2年11月1日 村上新聞 

「塩引き道場」開講 受講生募集中 令和2年11月1日 サンデーいわふね 

こわごわ塩引き鮭に挑戦 村上 小中学生 令和2年11月13日 新潟日報 

11月11日は鮭の日 写真入りレシピ本発売 歴史や食文化も紹介 令和2年11月13日 新潟日報 

酒びたしレシピあれこれ イヨボヤの里開発公社 令和2年11月15日 村上新聞 

感染配慮で道場開き 越後三ノ丸流塩引き道場 令和2年11月15日 村上新聞 

同じ発酵食品包むように「サケ×サケ大洋盛」 11月11日から大洋酒造

発売 
令和2年11月15日 

サンデーいわふね 

市内外からの予約221人三ノ丸流塩引き道場 20日から12月5日まで 令和2年11月15日 サンデーいわふね 

塩引き 冬導き 令和2年11月28日 新潟日報 

おなかは「止め腹で」で… 「難しいけど楽しい」伝統を実体験 村上6

校で塩引きづくり 
令和2年11月28日 サンデーいわふね 
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寒風 深まるうまみ 村上特産の塩引き鮭づくり 令和2年12月4日 朝日新聞 

村上茶のんでますか？ 村上南小 3年生が学習もとにＰＲ活動 令和2年12月6日 村上新聞 

今年の手もみ茶いかがですか 全国品評会２等獲得 令和2年12月12日 新潟日報 

新潟県村上茶手揉保存会 全国品評会で2等獲得 若手に期待、技術磨い

て 
令和2年12月13日 村上新聞 

おしゃぎり引き回し元気よく 村上小 児童が”手作り”ミニ村上大祭 令和2年12月13日 村上新聞 

葉の形状・色で満点2等入賞 手もみ茶品評会「若手成長」村上茶全国9

位に 
令和2年12月13日 

サンデーいわふね 

「鶴亀」「鮭」に健康への願い込め 村上小3年生ミニ大祭挙行 令和2年12月13日 サンデーいわふね 

鮭の塩引きまつり（村上地区） 令和2年12月17日 あさひちゃんねる 

水神様感謝の供養 村上三面川 令和2年12月18日 新潟日報 

今期の鮭は豊漁… 寒風の中「いちびれ」流し 川の恵みに感謝捧げ 三

面川で「水神様」 
令和2年12月20日 サンデーいわふね 

サケの恵みに感謝と供養 三面川で「水神様」 小型舟流し「次世代に伝

え」 
令和3年1月1日 村上新聞 

「村上鮭」が観光特産大賞 文化と歴史取組み評価 令和3年1月8日 新潟日報 

村上まつり保存会 屋台巡行今年こそは 19 町内にアンケートできるた

めのアイディアも 
令和3年1月10日 村上新聞 

恵比寿さまからご利益を 藤井漆工 三彩彫新作をお披露目  令和3年1月17日 村上新聞 

疫病終息への願いも込め 恵比寿様の飾り盆額入り色紙を制作 村上市

鍛冶町・藤井漆工 
令和3年1月17日 サンデーいわふね 

「村上鮭」グランプリ受賞日本観光特産大賞 文化継承など評価 令和3年1月24日 朝日新聞 

向上たゆまず「伝統守りたい」 堆朱職人 髙橋郁さん（28） 令和3年1月24日 サンデーいわふね 

羽越しな布×村上杉建具に 織りなす魅力 相乗効果 令和3年2月20日 新潟日報 

漆器・パソコン新年度訓練生募集 村上高等職業訓練校 令和3年2月21日 サンデーいわふね 

鮭稚魚放流活動（村上地区） 令和3年3月11日 あさひちゃんねる 

レーザー加工で「名入れ箸」 鈴木漆器店（肴町） 木彫堆朱に付加価値

「ギフトに」 
令和3年3月14日 村上新聞 

レーザー彫刻その場で受け渡し村上木彫堆朱「名入れ箸」 令和3年3月14日 サンデーいわふね 

来月の大須戸能 観覧は住民限定 村上・八坂神社 令和3年3月20日 新潟日報 

「元気で帰ってきてね」荒川へ鮭稚魚放流 保内小4年生が2500匹 令和3年3月21日 サンデーいわふね 

堆朱まつり（村上地区） 令和3年3月25日 あさひちゃんねる 

スマホ用スピーカーも 食器や装飾品など400点 堆朱まつり 職人によ

る実演も 
令和3年3月28日 村上新聞 

サケ稚魚に感謝とエール 小川小4年生が120日育て放流 令和3年3月28日 村上新聞 

伝統の技 奏でる新風 村上 堆朱一堂に集め催し 令和3年3月31日 新潟日報 

●歴史的な建造物や街並み景観に関する報道   

お城山で外来種駆除活動山野草守る会盗掘防止なども呼びかけ 令和2年5月31日 サンデーいわふね 

山門に1.6メートル大提灯肴町の観音堂石田アサ子さんが奉納 令和2年6月14日 村上新聞 

お城山天守閣など満開の山百合鑑賞を7.19目愛でる会開催 令和2年6月28日 サンデーいわふね 

お城山の山野草を守る会 園児らと種まきイベント 令和2年7月26日 村上新聞 

越後村上うおや 明治の洋館を再現 大町旧早川書店を改築 令和2年8月2日 村上新聞 

全国からお城ファン駆けつけ 村上中世2城跡で現地説明会 令和2年9月27日 サンデーいわふね 

青銅大燈籠 76 年ぶりに復元 村上・藤基神社 内藤家立藩 300 周年祭を

斎行 
令和2年9月27日 

サンデーいわふね 
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藤基神社神社内藤家立藩300周年 悲願の「青銅大燈籠」完成 御神宝「歴

代肖像画」は11月公開 
令和2年9月27日 村上新聞 

戦国の世に思いはせ 村上平林城跡の発掘説明会 令和2年10月1日 新潟日報 

平林城跡発掘調査報告会（神林地区） 令和2年10月1日 あさひちゃんねる 

76年ぶりに大燈籠 村上藩祖祭る藤基神社 令和2年10月30日 新潟日報 

未來のチカラ in 県北 6 市町村道をたどって 村上城下町の風情を今に 

黒塀の景観再生主役は市民 人々の心意気を後世に 
令和2年10月7日 

新潟日報 

村上商工会議所 70周年迎えリニューアル外観修景 レトロな洋館風に 令和2年12月20日 村上新聞 

地元限定ブランド「お城山」発表 宮尾酒造第一弾”本醸造生原酒”11日

頃店頭へ 
令和2年12月6日 村上新聞 

村上・岩船のみで展開 地元限定「お城山」第一弾・生原酒を発売 宮尾

酒造が新銘柄 
令和2年12月6日 

サンデーいわふね 

三面4千年前の暮らし下クボ遺跡出土品展示 おしゃぎり会館2階 令和3年1月31日 サンデーいわふね 

レトロな風情で周囲に調和 村上商工会議所 70 周年記念事業で外観改

修 
令和3年1月4日 サンデーいわふね 

文化財防火デー訓練（村上地区） 令和3年2月4日 あさひちゃんねる 

村上支署新庁舎が完成 国産、市産木材ふんだんに 令和3年3月13日 村上新聞 

城下にふさわしい佇まいに 羽黒町区民会館が完成 住民の寄付、県市の

補助金で 
令和3年3月21日 村上新聞 

市産スギ材たっぷりと外観シックな黒塀調に 令和3年3月21日 サンデーいわふね 

宮尾酒造 お城山 純米吟醸生原酒 圏域限定酒を発売 令和3年3月28日 村上新聞 

地元限定銘柄「お城山」 純米吟醸生原酒も発売 宮尾酒造が第2弾 令和3年3月28日 サンデーいわふね 

●歴史資源を活用したまちづくり団体に関する報道   

秋の本イベントは中止でも… 昔ながらの風習復活大祭中に屏風展示 令和2年7月12日 サンデーいわふね 

町屋再生Ｐが「旅ペン賞」受賞 県内初独自手法で50軒越修景 令和2年7月12日 サンデーいわふね 

第40回日本旅のペンクラブ賞 1団体のみ町屋再生Ｐが受賞 令和2年7月12日 村上新聞 

村上祭り屏風で盛り上げ 「町屋の屏風まつり」実行委ら 約 20 店舗で

貴重な逸品ずらり 
令和2年7月12日 村上新聞 

むらかみ町屋再生ＰＪ「旅文化に寄与」 県内初「日本旅のペンクラブ賞」

に 
令和2年7月19日 サンデーいわふね 

むらかみ町屋再生プロジェクト 日本旅のペンクラブ賞 補助頼らぬ町

づくり評価 
令和2年7月23日 新潟日報 

自慢の屏風、町屋に 村上まつり中止で有志ら 令和2年7月7日 朝日新聞 

屏風でみせる心意気 村上 町屋有志が特別企画 令和2年7月8日 新潟日報 

出格子ペンキ塗り（神林地区） 令和2年10月15日 あさひちゃんねる 

小学生らが出格子をペンキ塗り 塩谷活性化推進協など 令和2年10月18日 村上新聞 

地元の歴史知ろう町屋の出格子塗りも 神林・塩谷で勉強会 令和2年10月18日 サンデーいわふね 

大須戸能謡い体験会（朝日地区） 令和2年10月8日 あさひちゃんねる 

越後村上三ノ丸塩引き道場開き（村上地区） 令和2年11月19日 あさひちゃんねる 

中学生が塩引き鮭づくりに挑戦（村上地区） 令和2年11月19日 あさひちゃんねる 

みんなでやってみよう 上町町屋広場 黒塀を塗り替え 令和2年11月22日 村上新聞 

羽越しな布体験学習（山北地区） 令和2年11月5日 あさひちゃんねる 

羽越しな布体験学習 令和2年11月5日 あさひちゃんねる 

越後村上鮭塩引き街道始まる（村上市内） 令和2年12月10日 あさひちゃんねる 

   

  次頁に続く 



村上市－52 

進捗評価シート       （様式１－５） 

報道等タイトル 年月日 掲載紙等 

夜の蔵 発酵の香りに囲まれて… 日本酒と味噌醤油料理マッチングを

堪能 酒販店と食品工業の共同企画 塩谷で「KURANOMI」 
令和2年12月20日 サンデーいわふね 

KURANOMI 丸重商店×野澤食品工業 令和3年1月1日 村上新聞 

町屋の人形さま巡り開催へ 来月 1 日から感染対策徹底し 40 軒で 村上

町屋商人会 
令和3年2月7日 村上新聞 

町屋の人形さま巡り始まる（村上地区） 令和3年3月11日 あさひちゃんねる 

歴史研究2団体が合同の集い 活動報告、新発見の「御用日記帳」も解説 

村上市瀬波地区 
令和3年3月28日 サンデーいわふね 

瀬波の歴史より深く ふるさと歴史部会+北前船研究会 日和山整備や御

用日記から 
令和3年3月28日 村上新聞 

春めでる 町屋の人形さま巡り華やぐ 村上・39軒展示 令和3年3月2日 新潟日報 

ひな人形展準備 令和3年3月4日 あさひちゃんねる 

●その他の報道   

村上城跡下山後は歴代藩主家紋入り「御城印」を知名度アップへ境内全域

も国指定史跡藩主祀る藤基神社が頒布開始 
令和2年6月28日 サンデーいわふね 

海山企画＋村上新聞社 村上大祭ＤＶＤ売上を寄付 令和2年7月19日 村上新聞 

祖先・内藤家祭る藤基神社 村上藩主の若き姿か 秘蔵肖像画の下から発

見 立藩300年調査・公開へ 
令和2年7月21日 新潟日報 

白紙の下から歴代藩主の肖像画 藤本神社隠された御神宝発見 9月公開

へ 
令和2年7月26日 サンデーいわふね 

村上藩主の隠された肖像画発見（村上地区） 令和2年7月30日 あさひちゃんねる 

藤基神社村上城跡の「御朱印」を頒布 御朱印帳への押印、揮毫も1体300

円 
令和2年7月5日 村上新聞 

藩主の隠された肖像画を発見 絹地の上に神の絵なぜ二重に 令和2年8月2日 村上新聞 

修学旅行揺れる学校 県内生徒ら意向も多様 修学旅行で村上市内の名所

などを巡った白南中３年生 
令和2年9月18日 新潟日報 

窓：祭り中止の経済損失甚大 渡辺公平さん（村上市） 令和2年10月16日 新潟日報 

「村上城下逍遥」を発行 大場喜代司さん 商議所連載「村上市史異聞」

など再編 
令和2年10月25日 村上新聞 

圧巻の塩引き鮭文化 NGTひなたん まち歩き 令和2年11月19日 新潟日報 

資料館 秋季特別展３～６日 「内藤家が村上に残したもの」 令和2年11月1日 村上新聞 

専門機関調査で３枚内側に新発見 藤基神社伝来の内藤家歴代肖像画 令和2年11月8日 サンデーいわふね 

藤基神社 内藤家肖像画 新たな事実明らかに 国の研究所光学調査な

どで 
令和2年11月8日 村上新聞 

高島礼子が家宝捜索！～蔵の中には何がある？ 令和2年12月12日 ｂｓ‐ｔｂｓ 

失われた神社仏閣施設名が… 城下町・村上の古路散策佐藤三良さんコー

ディネート 
令和3年1月1日 

サンデーいわふね 

「村上藩の裏話」連載スタート 2月7日から隔週 松山勝彦さん 令和3年1月24日 サンデーいわふね 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

当該年度についても、地元紙を中心に歴史まちづくりに関して報じられたが、新型コロナウイルスの影響によ

り、歴史的活動に関する報道が例年に比べて減少している状況である。その中でも、感染症対策を行ったうえで

実施された歴史的活動やまちづくり団体による活動、歴史的風致形成建造物の指定などが、取り上げられ、歴史

資源のＰＲに繋がっている。 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

各種報道により、歴史資源を活用したまちづくりの機運が高まっていること

から、今後も報道各社に随時、情報提供を行いながら報道機関が取り上げた

いと思う取り組みを実施し歴史まちづくりの推進を図る。 



村上市－53 

進捗評価シート       （様式１－５） 

状況を示す写真や資料等 

記事 「北越後製材・加工業協同組合「歴史的店舗」の認定標識を贈呈うおや、新多久で交付式ほか３２軒」 

(R2.8.23) 村上新聞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記事 村上市街「歴史的風致形成建造物」新たに5件指定 計39件に（(R2.7.5) サンデーいわふね 

  



村上市－54 

進捗評価シート       （様式１－６） 

評価軸（効果等）⑥－１ 

その他 

       評価対象年度 令和2年度 

項目 

 

歴史的風致形成建造物の指定と指定候補の追加について 

 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

平成 2 年 3 月 24 日付で変更認定を受けた認定計画において指定候補としていた歴史的建造物 5 件全てについ

て、令和 2 年 7 月 1 日付で歴史的風致形成建造物に指定した。なお、当該年度については、感染症対策に留意

して交付式は行わず、各歴史的風致形成建造物の指定候補をまわり個別に指定書を交付した。 

また、歴史的風致に関連する 4 件の建造物所有者から指定の提案を受け、併せて 5 件の歴史的建造物を指定候

補として追加するため認定計画の変更申請を行い、令和3年3月15日付で変更の認定を受けた。 

歴史的風致形成建造物の指定件数：5件 

歴史的風致形成建造物の指定候補件数：4件 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

文化財部局と都市整備部局が連携しながら指定候補建造物を抽出し、歴史的

町並み景観の要素である歴史的建造物の保存を図る。 

状況を示す写真や資料等 

写真 歴史的風致形成建造物指定書交付の様子 

  

写真 村上堆朱の技術を活用した歴史的風致形成建造物指定の標識 
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進捗評価シート       （様式１－６） 

評価軸（効果等）⑥－２ 

その他 

       評価対象年度 令和2年度 

項目 

 

新型コロナウイルスの影響を受ける店舗の支援（歴史的風致形成店舗認定制度） 

 

定性的・定量的評価（自由記述）※定量的評価は可能な範囲で 

新型コロナウイルスにより疲弊している飲食店などの店舗を支援するため、歴史的風致に関連する活動を生業

とする店舗等を歴史的風致形成店舗に認定し、ガイドブックの配布などのＰＲを行う歴史的風致形成店舗認定

制度を創設した。認定店に掲示される標識は北越後製材・加工業協同組合より寄付され、事業費はほとんどかか

っていない。なお、作成したガイドブックはGoToトラベルで来街している観光客をターゲットに市内宿泊施設

に配布している。 

歴史的風致形成店舗の認定件数：44件 

（内訳）村上城下の祭礼にみる歴史的風致：4件 

    種川の制など鮭文化にみる歴史的風致：20件 

    村上城下の木と漆の匠にみる歴史的風致：6件 

    北限の茶処にみる歴史的風致：10件 

    荒川河口の港町・市町の祭礼にみる歴史的風致：4件 

進捗状況※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述） 

■計画どおり進捗している 

□計画どおり進捗していない 

より多くの店舗をＰＲするため、制度の周知を図るとともに、店主らと協議・

協力をしながら、来街者が歴史的風致をより感じられる取り組みを実施して

いく。 

状況を示す写真や資料等 

写真 歴史的風致形成店舗指定書交付の様子 

  

写真 歴史的風致形成店舗で掲示されている標識 

 



村上市－56 

法定協議会におけるコメント     （様式２） 

評価対象年度 令和2年度 

・法定協議会等におけるコメント 

 コメントが出された会議等の名称：村上市歴史的風致維持向上協議会 

 会議等の開催日時：令和3年3月5日(金)13時30分～17時00分 

 

（コメントの概要） 

●歴史的建造物の保存、町並み景観の保全について 

・大町地内にある大型商業施設の跡地について、中央商店街振興組合において、駐車場やトイレ、貯

水槽など整備提案を行ったが実現に至っていない。建造物の外観が修景され町並みが整備されている

状況下において、あのような状態の空地が立地していることは、問題であることから早急な対応が必

要である。 

・空き家バンクに登録するには人が住める状態であることが条件とされており、登録できない物件が

ある。空き家となった町家を保存するには、この条件を緩和することが必須であることから、登録条

件を緩和すべきである。 

 ●歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事業について 

  ・村上城跡の駐車場整備について、駐車場が作られた場所には樹齢100年を超える木や竹林等素晴ら

しいものがあった。駐車場ができたことは良いことだが、銘木が伐採されたことから、事業実施にあ

たっては、一部だけでも残すなどの配慮、検討を行いながら整備を実施すべきである。 

・道路美装化について、事業実施にあたっては、舗装形態や外側線などの施工、色彩に留意をすべき

であり、選択を誤れば街の雰囲気、景観が変わってしまう恐れがある。黒色アスファルト舗装であっ

ても歴史的建造物を引き立てており、美装化しすぎると道路が目立ってしまう状態にあることから、

有識者の意見も確認しつつ、先進地視察などを行い確認した上で実施すべきである。 

 ●その他 

  ・中央商店街では、建造物の外観修景が進んでおり、今後、様々な店子の出店が想定されるが、大手

のどこの観光地にもある土産物店ではなく、地元の商品を取り扱う店舗の出店が好ましい。 

  ・建造物の外観修景が進んでいる大町小町の商店街の名が中央商店街となっていると聞いた。歴史的

町並み、空間に変化していることから、歴史的な名称、出羽街道等を使った名称に変更することも良

いのでないか。 

 

（今後の対応方針） 

 ●歴史的建造物の保存、町並みの保全について 

・今後も引き続き、建造物外観の修理修景事業を実施するとともに、重要伝統的建造物群保存地区制

度や文化的景観制度の導入についての取り組みを実施する。 

・歴史的建造物や町並み景観に影響を与える道路整備等については、整備の必要性を検証したうえで

事業の可否を検討する。 

・歴史的建造物の解体は、地域や町並みの歴史の消失となることから、歴史的風致形成建造物指定制

度、景観重要建造物指定制度など既存制度の周知を図りながら、解体を抑止し保存にむけた新たな取

り組みを検討する。 

・地域特有の町並み景観を保全するため、現行の規制とともに建造物所有者への支援を実施し、町並

み景観の保全を図る。 

・火災は身近な災害であり、歴史的建造物や町並みに多大な影響を与えることから、当市の現状に合

致した対応策を検討、実施していく。 

・空き家、空き地の存在は、町並み景観に影響を与えるだけでなく、住環境等の悪化も招くことから、

所管課と連携を図りながら、空き家、空き地の解消に向けた取り組みを実施する。 
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法定協議会におけるコメント     （様式２） 

 

●歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事業について 

・今後も、建造物所有者の理解、協力を得るための取り組みを実施しながら、併せてまちづくり団体と

連携を図り、歴史的建造物の保存、町並み景観の保全に向けた事業を推進する。併せて、夜間景観の向

上に関する取り組みにも着手する。 

・建造物外観の修理修景件数が年度当初に予定した件数よりも多いことから、道路美装化事業及び無電

柱化事業の予算を流用し、全ての申請に対応している状況であるが、建造物外観の修理修景件数を考慮

したうえで、早期の道路美装化及び無電柱化の実施を目指す。 

●その他 

・店子の協定について、市として先進地などの情報などを提供した上で、商工会議所と協力しながら、

地元の商品を取り扱う店舗であるか協定の締結とともに出店規制を促していく。 

・まちづくり部局として歴史的風致に関連する店舗をＰＲするなどの支援を行うとともに、長期的には

住民も来街する商店街の形成を目指し空き店舗への店子の誘導などの取り組みを推進し、観光客に依

存しない持続可能な産業形態を構築する。 

 

  


